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研究成果の概要（和文）：東アジア原産観賞植物のうち日本の民家庭園で普通に使用されている182種を抽出し、園芸
化症候と生態的特徴を一覧化し、野生化や自然交雑等の生態系リスクをまとめた。原産種の半栽培、野生化品の奨励雑
草的活用、栽培品種の自然の場への移植や観賞利用を目的とした移動地での野生化等の実態を記述し、東洋花文化セン
ター構成種の分布拡大をまとめた。古典園芸植物を含む数種をモデルとして野生祖先種の遺伝的多様性を評価し、移動
個体を認識するための基盤情報を得た。招待講演での討論と併せて観賞植物の生態系リスクを考察し、農作物の栽培化
と野生化を対比しつつ、観賞植物の栽培化に関する要因を整理し、保全のあり方を考察した。

研究成果の概要（英文）：Horticultural features and ecological risks due to escape, natural hybridization, 
and/or human related dissemination were monitored for 182 East Asian ornamental plant species common in Ja
panese residential gardens. Almost species were ornamental trees, for flowers and greens, and herbaceous p
erennials with semi-cultivated uses sometimes as an encouraged weed. Genetic and morphoecological diversit
y were analyzed on several model species, including classic Japanese horticultural cultivars. Based on the
 discussions with invited lectures on East Asiatic ornamental species and diversity studies on crops and t
heir wild congeners, the general pattern of evolution and disseminations in the ornamental species were su
mmarized in the view point of conservation biology. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人間の豊かな食生活や癒しや文化的生活

に活用される農作物や観賞植物は、野生植物
から栽培化され、生態系サービスのひとつと
位置づけられている。しかし、食用や観賞用
に使われる栽培植物は移動や野生化あるい
は過度の活用によって地域の生物多様性に
負の影響も与えている。平成 18 年度の「Ｎ
ＨＫ趣味の園芸」の出版数 17 万 8 千部やガ
ーデニング人口 3200 万人が示すようにガー
デニングや観賞・修景に利用される植物は極
めて多量で、自然と密着した日本の住環境で
は人為的に維持される植物からの自然生態
系への影響は甚大と予想されるが、その実態
は具体的にわかっておらず、人為的改変植物
からの生態系影響を数量的に把握し保全管
理するための情報は極めて少ない。 
日本でよく利用されている観賞植物360種

（予備的計数、一部は属数）のうち、94 種は
東アジアまたは照葉樹林帯を原産とし、35
種ほどが品種分化や人為的雑種化によって
園芸品種として極度に特殊化している（庭園
で維持されている植物約 950 種の内、日本産
種は約 340 種ある）。これらには、雄しべの
退化や生育能力の低下により自然条件下で
適応度が低いと想像されている種もあるが、
在来の野生集団と容易に交雑したり、野生化
して、生態系への影響が懸念される種が含ま
れており（道下ら 2009）、そのリスクについ
ては量的にも質的にも把握されていない。観
賞植物だけでなく、地域外からの移入とみな
される種については特定外来生物としてそ
の生態系リスクが種レベルで認知されてい
るが、東アジア原産の観賞植物からのリスク
は充分に検証されていない。 

 
２．研究の目的 
観賞植物からの生態系への影響を科学的

に評価するには地域の野生種から改変され
た観賞植物の成立過程とくに栽培化におけ
る選択要因、栽培系統と自生個体との交雑可
能性とその確率、交雑品種に含まれる潜在的
地域外遺伝子の量および野生化の実態に関
する学術的基盤情報が必要不可欠である。 
食用に栽培化された東アジア原産の農作

物とその野生種の多様性をみると、植物の栽
培化は人間による栽培行為に対する植物の
適応現象であり（図）、栽培化や野生化現象
は時空間的にみると連続的・可逆的で、作物
種は近縁野生種と常に関わりあいながら人
為的に維持されている（山口 2014）。この関
係性に関するこれまでの研究成果は、遺伝子
組換え作物品種の利用における生態系影響
に対する科学的根拠に基づく評価技術の提
案に至っている（山口 2006、2009）。一方、
観賞植物では起源や育種過程に関わる研究
は存在するものの、その生態系影響について
は定性的なデータしか得られておらず（道下
ら 2009 等）、憶測や希望的観測によって過
度な恐れや根拠のない安全性の主張などが

ある。栽培植物からの生態系影響を科学的に
管理するには、観賞植物を含む植物の栽培化
を制御する選択要因、野生化や遺伝子移動に
関する生態的パラメーターや実際の場にお
ける潜在的外来遺伝子の質と量を知る必要
がある。本研究ではこれらの生態的特性と人
間の振るまいとの関係を探求し、観賞植物の
祖先野生種および伝統的品種の多様性保全
を考察する。 
 
３．研究の方法 
日本を中心とした東アジア原産の観賞植

物とその野生種を素材として植物の栽培化
と伝播および野生化の現象と人間活動の関
係を解析し、生活に活用されている地域の生
物資源の多様性保全を考察する。具体的には、
(1)生態系影響に関連する情報を集約した東
アジア原産観賞植物のインベントリーを作
成し、(2)数種をモデルとして実際の庭園や比
較栽培における園芸化症候（雌雄機能の変更、
葉形および斑入り変異など）の多様性を量的
に計り、(3)人為的移動を標識できる遺伝的変
異を探索しつつ半栽培や野生化の生態系影
響を評価して、(4)招聘研究者による講演会で
の討論と併せて(5)観賞植物から野生種や自
然生態系への影響を管理する技術策定に必
要な基盤情報を得る。この成果を農作物の近
縁野生種や外来種に関する生態遺伝学的研
究の成果と併せて総合化し、(6)植物の栽培化
現象の一般化をはかるとともに観賞植物の
福祉的利用と生物活用の現場における資源
保全のあり方を展望する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．研究成果 
(1)東アジア原産観賞植物の保全インベント
リー 
日本と周辺の東アジアの住環境で頻繁に

使用されている観賞植物 182 種を抽出し、イ
ンベントリー化し、繁殖特性、栽培化・園芸
化特徴、野生化の事実および交雑品種におけ
る潜在的地域外遺伝子の保有可能性を文献
調査と民族植物学的フィールド調査によっ



てまとめた。緑化修景植物を含む東アジア原
産観賞植物は、花木や多年生草本から構成さ
れ、そのほとんどが挿し木や株分け等で繁殖
されている。そのうち種子繁殖能力を保持し
ている種において野生化のリスクが存在す
る。特にシュロやアオキでは寺社緑地等にお
いて顕著な野生化が認められる。 
東アジア原産観賞植物の栽培化症候には

斑入りや形状などの葉形変異、重弁化や多彩
な花色への変化が一般的にみられる。一部の
種を除いて人為交雑による品種は多くはな
く（Ogawa et al. 2012）、高度に分化した園
芸品種では送粉昆虫や種子散布者へのディ
スプレイ部の劣化（UV 撮影で確認）が認め
られる。 
ヒサカキ、タカサゴユリ、アオノクマタケ

ラン、観賞タケ類、ツバキ、アオキでは半栽
培状態で活用され、栽培管理技術が発達して
いる。ネズミモチでは地域内移動によって種
間雑種をとおした侵略リスクがあるものの
顕著な遺伝的侵略は検証されなかった（亀山
ら 2012）。ナデシコ類では、古典園芸品種に
花弁の形状変化と草姿の変化が認められた。
常緑性の観賞植物の内、枝物のヒサカキでは、
紀伊半島で二種類の半栽培の管理様式が成
立し伝統的知識となっていた。一方、中国で
は日本向けのヒサカキの生産に茶栽培の技
術が転用されており､墓に切り花を供える習
慣の無い生産者は利用方法への知識を伴っ
ておらず、品質管理技術は未熟な状態であっ
た。 
(2)モデル種における適応と遺伝的多様性 
モデルとして選んだ種のうち、ヒサカキ、

シオン等では DNA 抽出と多型解析に困難な
種があったが、野生集団において日本列島に
おいて規模の異なる地理的構造が検出され、
人間活動をとおした移動拡散を評価する基
盤情報が次のように得られた。 
ナデシコの事例：カワラナデシコでは里地

での生育地が激減しており、発見が困難であ
るが、水田渓畔等で農家によって保護された
り、NPO 団体により保護されるケースがあ
る一方、島嶼や山岳草地では自生も多い。古
典園芸植物の一種である伊勢ナデシコでは、
花弁部の変形と種子稔性の明らかな低下が
みられる。栽培品種では種子休眠性を欠いて
いた。町づくりを目的として近隣地の自生個
体群からの自然修復への活用がある反面（秦
野市 2014）、カワラナデシコの園芸品種が河
川堤防に移植されリスクとなっている場面
もある。カーネーションのマイクロサテライ
トで変異解析できた。 
ミヤコグサの事例：西洋原産の外来種セイ

ヨウミヤコグサと東洋に分布する在来種ミ
ヤコグサは、倍数性や形態が異なるものの生
育適地を同じくするため、日本国内で生育地
を巡った競合が危惧されている。日本国内の
ミヤコグサには明らかな地理的構造がみら
れたのに（Mimura 2013）対し、旭川（北海
道）から島原（長崎県）までの広範囲に渉る

セイヨウミヤコグサ集団には原産地のヨー
ロッパと同様に高い変異が認められたもの
の地理的構造はなく、セイヨウミヤコグサは
複数回の導入によって近年急速に分布を拡
大したと推定された (Mimura et al. 2013)。
しかし、両種とも生理生態的特徴は日本の気
候に良く適応しており（Mimura 2013、 
Mimura et al. 2013）、飼料および修景緑化植
物としての活用を目的として複数回・複数ソ
ースからの導入されたセイヨウミヤコグサ
は、日本国内で分布拡大し、生育地略奪によ
って在来ミヤコグサの遺伝構造を改変して
いると推定される(Mimura et al. 2013)。 
 オキナグサの事例：草原や河原を生育地と
するオキナグサは、かつて日本人の生活と密
接な関係にあった里山草原に普通に見られ
る植物であったが、近年の里山の利用形態の
変化によって草原が減少するに伴い、その数
を減らして絶滅危惧種に指定されるように
なった。また、オキナグサは古典園芸植物の
ひとつで、現在も山取りによる乱獲が絶えず、
絶滅危惧要因のひとつとなっている。本種は、
中国大陸東部の草原にも分布する「満鮮要
素」植物で、比較的新しい時代に大陸から渡
来したと考えられているが、侵入経路などの
歴史的な変遷は良くわかっていない。岩手、
栃木、千葉、高知、熊本、宮崎の８集団につ
いてマイクロサテライトマーカーを用いて
遺伝的多様性を評価したところ、各集団の遺
伝的多様性は比較的低く、集団サイズの縮小
によって遺伝的多様性が喪失した可能性が
ある。また、西日本の集団間の類似性が高い
のに対し、東日本の各集団間の遺伝的分化程
度はやや高いかったので、オキナグサの大陸
からの侵入経路が西からと東からの２方向
あった可能性もある（副島未発表）。 
 原産種の多様性保全のためには、集団の遺
伝的多様性の低下を防ぐ必要があり、特に近
年縮小した集団サイズの回復が必要である。
しかし、ムラサキシキブと同様に（Hirano et 
al. 2014）な各地の集団間の遺伝的な分化を
考慮して、現在各地で行われている移植や栽
培品の植え戻しなどは、最低限その地域の集
団に由来する個体で実践するなどの注意が
必要である。 
アサガオ類の事例：アサガオは新大陸原産

（原生）であるが、観賞用として日本で栽培
化され古典園芸植物となった種（栽培原産）
である。近年、アメリカアサガオやホシアサ
ガオ等を含むアサガオ類が日本の農耕地や
民家周辺などの人為攪乱環境で野生化して
拡がっている（保田 2012）。多くは輸入穀物
飼料に付随して日本に持ち込まれたと考え
られているが、アメリカアサガオ、マルバア
サガオ、マルバルコウは観賞用にも利用され
おり、園芸品種からの逸出も想定される。北
部九州地域における人為攪乱環境でアサガ
オ類の拡散状況を調査すると、アサガオ類は、
路傍、畦畔、河川斜面、空き地等のいずれに
も生育しており、ヤブツルアズキやツルマメ



などの野生資源植物とも混生しており、野生
資源植物の生育地略奪の脅威となっていた。
複数の素材を使って葉緑体 DNA の塩基配列
（約 7000bp）を分析すると、アサガオの種
内には１ヵ所の変異（20bp の挿入欠失）が
認められ、市販されているアサガオ栽培品種
はすべて挿入型であり、逸出野生するアサガ
オは挿入または欠失型であった。この変異は、
アサガオの栽培化と野生化の時期や導入経
路を推定する上で有用である（保田未発表）。 
(3)観賞植物の人為的移動と花文化センター 
国内（紀伊半島、沖縄、西九州）の民家庭

園における観賞植物の維持活用状況を国外
（中国・浙江省、雲南省、台湾、タイおよび
インドネシア等）の民家庭園と比較したとこ
ろ、東アジア原産観賞植物は、日本、中国の
温帯部およびタイやインドネシア等の高標
高地帯で観賞に付され、後者では都市住民へ
のガーデニングや観賞のための園芸品種の
供給地として産業化事業が進んでいる。キク、
マンリョウ等の活用をとおして東アジア花
文化センター種が南下している実態があっ
た。一方、沖縄および奄美大島においては、
センネンボク、ヘンヨウボク、キランジソ等
のオーストロネシア花文化センターの構成
種が民家庭園のみならず墓花としても利用
されており、観賞行為をとおした植物の地域
間移動が顕著に確認された（宮浦ら 2013）。 
近代化に伴う観賞植物の移動が地域内お

おび地域間ですすんでおり、一部では野生化
した類型が新たな生態系と住民認識を生ん
でいる。台湾や亜熱帯中国ではモクビャッコ
ウが芙蓉もしくは日本芙蓉と呼称され盆景
型での利用がみられた。モクビャッコウは宮
古島で住居周辺への逸出が確認され、種子繁
殖能力を伴う種では生態系リスクを持つこ
とが推定される（山口未発表）。紀伊大島の
アオノクマタケランでは、南九州から導入さ
れた系統から種子散布によって自生集団が
拡大しており、食材としての活用が発展する
とともに近年増殖したイノシシとの関係が
生まれようとしている（梅本 2013）。野生帰
化したタカサゴユリでも許容雑草としての
利用が始まっている。一方、ミセバヤやキイ
ジョウロホトトギスなどでは、地域住民への
希少価値の認識形成を欠くまま固有種の分
布する地域で庭園活用されている（山口未発
表）。観賞タケ類では東南アジアを中心に広
範囲の意図的移動が確認され（大野 2013、
大野・山口 2012）、ダイサンチクや笙に使用
される温帯性タケ Simnobanbusa で認めら
れる。後者は純粋な観賞用では無いがメオ族
の葬送に必要な笙を作成するのに欠かせな
いため民族移動とともに移動させられてい
た。人間活動に伴う植物の移動は生態系リス
クとして留意すべきである。 
(4)観賞植物を取り巻く文化多様性 
中国雲南省からの招聘を含め延べ 7名の研

究者による観賞植物や癒し植物の多様性に
関する講演（日本サクラソウの栽培化と園芸

文化、香源植物の東西活用文化、中国西南部
の照葉樹林帯を起源とする野生バラと栽培
バラ 癒しをもたらす茶の活用、雲南省少数
民族の祭祀植物の多様性、東アジア原産キク
科観賞植物：イエギク・野生ギク・古典園芸
植物の多様性、栽培および野生化シュウカイ
ドウの分布など）と併せて文化多様性の成立
について討議した。栽培化や野生化が東アジ
ア全域において進んでおり、利活用方法の違
いが生態系リスクの質を決定する傾向にあ
った。 
(5)得られた成果に基づいて観賞植物の栽培
化と野生化に関する選択要因と人－植物関
係を統括する概念を整理し、生物文化多様性
保全の一般性をそれぞれの論文と著書にお
いて発表した（成果の一部は、『栽培植物の
自然史Ⅱ』に収録し、多くは『照葉樹林文化
論の現代的展開Ⅱ（編集中）』で公表予定）。
東アジアの観賞植物の栽培化には栄養繁殖
の手法が関わっており、他地域での園芸化と
異なる側面があるが、農作物と違って選択の
担い手である人間の意志が大きな影響を与
える（山口 2013）。雑草的な栽培と野生の中
間型は明瞭には存在せず、過渡的状況は少な
いが、半栽培の状態が農作物の雑草型と同様
に存在する（図）。管理インテリジェンスは
選択の質を反映し、倫理や文化に関わって生
まれる人間の意志が大きな選択要因になる
と推定される（山口ら 2014、川上ら 2014）。 
地域原産観賞植物の活用にあたっては、当

該種の自然環境下に生育する植物との距離、
送粉可能性、開花時期、種子拡散の時期、関
与する昆虫や動物、植物の繁殖方法を踏まえ
る必要があるが、栽培化や品種分化に人間活
動が関与するので、植物側の性質とともに人
間側の認識や栽培管理の知識を踏まえて保
全策を考案する必要がある。 
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